
財務データベース

「企業情報・財務データパンク」

について

灰原一彦

1. はじめに

昭和40年代の中頃から財務データのEDP化が

進み，上場企業を中心とした有価証券報告書ベー

スの磁気テープの作成・販売， TS S サービス，

オフラインによるハードコピーサービスが， 興

銀，長銀，日経等によって行なわれてきた.

また，他の金融機関，商社の一部でも取引先の

与信管理の手段として自社内データベースの作成

・利用も行なわれ，さまざまな分析手法が試みら

れるようになってきた.こうした中で，永年，企

業信用調査の専門会社として財務データをあつか

ってきた東京商工リサーチでも，昭和50年から財

務データのインプットが開始された.

ちなみに，東京商工リサーチが，企業信用調査

レポートに財務分析を導入したのは，戦後，昭和

25年頃からで，当初 5 つの静態比率(負債比率，

流動比率，当座比率，固定比率，自己資本比率)

から始まり，漸時，動態比率，収益比率，損益分

岐点などを追加し，昭和30年に第 l 回の業種別の

「本邦中小企業標準財務比率J を出版，当時，年

2 回決算が多かったため，上期と下期と年 2 回に

まとめて出版していた.

こうした経験を背景に，昭和49年，データパン

クサービスを始めるに当り，当初，企業の属性デ

はいばらかずひこ東京商工リサーチ
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ータを中心とした企業情報から出発したが，翌日

年，財務データのデータベース化にふみきるにい

たった次第で，以下，東京商工リサーチのデータ

パンクサービスである“TSR(TOKYO SHOKO 

RESEARCH) 企業情報・財務データパンク"に

ついて紹介しよう.

2. 営業報告書ペースの財務データ

財務データを扱うに当って，上場企業などのよ

うに公認会計士の監査を必要とする有価証券報告

書ベースのものと，商法にもとづく営業報告書ベ

ースのものとがあり，前述の興銀，長銀，日経の

財務データが有価証券報告書ベースであるのに対

し， TSRのものは営業報告書ベースのものであ

り，詳細さといった面で前者に劣る憾みがある.

これは， 日本の企業の中で有価証券報告書の提

出企業は全体の 0.1 %から 0.2%にすぎず， TS 

Rの信用調査の対象となっている企業のほとんど

が，非上場企業，中小企業であるため，営業報告

書ベースをとらざるを得なかったわけである.

しかし，一般中小企業の財務諸象の勘定科目の

扱いがさまざまであり，このため，データパンク

に入力する際，勘定科目の標準化を行なう必要が

あり，入力作業が面倒で，入力ミスを発生させる

場合も多く，このチェッグが大変になっている.

この勘定科目の標準化に当って，特に注意した

点は，信用分析上に有効な諸比率の算出に必要な
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関 1 財務諸表と分析表①
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勘定科礼キャッシュブ P ーを見る資金移動表作

成上に必要な勘定科目の選択であった.

一培\，費償対照表54摸 fj ， H怒在実尽 4項 fj ，損

益計算審20項目，利益処分案 4項目からなってお

り， 50年改正の新商法の基準にしたがい分類配列

し， 50年 i 月期決算以降のデータから入力してい

る.

3. 標準財務比率の作成

52年に入り 2 鶏分の財務データが入力された

ことから，従来，手作業で行なわれていた「本邦

中小企業標準財務比率j の作成を，コンビュータ

による作成に切り換えた.財務データベースを利

用することにより，従来の手作業では菌難であっ

たことが，きめ縮かにさ実行に移され，すっかり従

来とはパター γの途ったものになった.
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特に留意した点は次のことである.

め上場企業および資本欠損会社，清算会社，

更生会社を除外している.

{ロ) 原慰としてお本標準産業分類に準拠してい

るが，卸売業のみ，現在の流通機構を勘案し中分

類円業種，縮分類 180 業種に純分化している‘

付標準比率の偏向を防止するため，同一業種

または間一規模に講ずる企業の魚蟹比率と売上高

経常利益率についてあらかじめ様準偏差を計算

し，標準備差プラス・マイナスそれぞれ3.0シグマ

以上の企業の財務諸表は集計から徐外している.

以上の処理念したうえで，建設業，製造業，罪者

売サーピス業それぞれに48比率を選び，大分類 8

業種，中分類86業種，細分類 639 業種に分類し，

さらに売上境撲によって 5 段階に分類し，それぞ

れの比率を加重平均により算出している.

また， この様準比重ドとともに，そこに該当する

黒字企業(売上高経常利益の黒字)の平均比率も算

出して参考に併載する方法をとっている.

この他，建設業，製造業，卸売業について，全

菌を 8 地域に分け，規模J1U，府県郡の標準比率も

算出し，各地域の特性を見るうえでの参考とする

とともに地方企業に親しみのもてるものとしてい

る.

4. 翠ARK 漉による宝'Ss サーピス

53年に入り 3 期分の財務デ}タが入力された

時点で，財務データベースの鍍売方法として， T

ss サーピス合検討することになった.

そして，同年10月より， GE インブォーメーシ

沼ン社の日本総代理1苫である電通閤際情報サービ

スとオーサー契約を結び，冨難的なオンライン吟

ービスである rMARK lliJ を通じ TSS サー

ピスを強めている.

このサーピス内容は，金融・証券・保険を除く

:全上場企業と，資本金1000万円以上の非上場企業

の中から毎期継続的に財務諸表が入手でき，全臨

的にかたよりのない方法で，中堅企業を選んだ i
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13 間 回転期間(白) I 120.9 
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図 2 標準比率表参考例①
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D E 4107 4108 4114 比

同 30億円以上 同 同 同 建藁金物 同 率

黒字企業 黒字企業 刃物卸売業 黒字企業 量民銀卸売業 黒字企業 黒字企業 番
平 絢 平 士句 平 均 平 絢 卸売業 平 均

158 135 134 8 8 41 41 153 150 号

44 128 129 102 102 75 /;, 61 61 

747.62 739.26 737.53 444.27 444.27 4ω.97 490.97 682.23 678.30 

12.31 12.45 12.48 18.99 18.99 17.87 17.87 13.33 13.40 2 

1ω.19 1ω.55 1ω.56 121.18 121.18 115.13 115.13 112.59 112.56 3 

79.66 80.27 80.33 81.95 81.95 85.31 85.31 83.33 83.38 4 

122.58 115.05 114.88 85.63 85.63 96.49 96.49 96.16 94.50 5 

71.69 70.49 70.48 58.76 58.76 66.72 66.72 61.76 61.47 6 

31.92 33.∞ 33.∞ 26.14 26.14 31.60 31.ω 32.41 32.20 7 

106.88 1肱98 110.13 112.24 112.24 115.45 115.45 114.31 114.28 8 

2.∞ 1.89 1.88 2.05 2.05 1.87 1.87 1開 1.90 9 

182.5 193.1 194.1 178.0 178.0 195.2 195.2 192.1 192.1 10 

29.7 32.7 32.7 24.5 24.5 37.1 37.1 31.4 31.4 11 

3.15 2.95 2.95 3.22 3.22 2.98 2.98 2.93 2.93 12 

115.9 123.7 123.7 113.4 113.4 122.5 122.5 124.6 124.6 13 

10.95 11.02 11.02 10.75 10.75 11.16 11.16 10.70 10.72 14 

33.3 33.1 33.1 34.0 34.0 32.7 32.7 34.1 34.0 15 

11.89 11.95 11.93 11.03 11.03 9.73 9.73 13.65 13.85 16 

30.7 30.5 30.6 33.1 33.1 37.5 37.5 26.7 26.4 17 

24.0 23.2 23.2 23.0 23.0 26.3 26.3 21.2 20.8 18 

1.71 1.63 1.63 1.72 1.72 1.57 1.57 1.67 1.67 19 

213.5 223.9 223.9 212.2 212.2 232.5 232.5 218.6 218.6 20 

1.95 1.86 1.86 2:13 2.13 1.91 1.91 1.92 1.93 21 

187.2 196.2 196.2 171.4 171.4 191.1 191.1 190.1 189.) 22 

2.87 2.81 2.81 3.17 3.17 2.90 2.90 2.88 2.87 23 

127.2 129.9 129.9 115.1 115.1 125.9 125.9 126.7 127.2 24 

68.2 74.0 74.0 55.4 55.4 73.4 73.4 70.9 70.3 25 

54.1 60.6 6O.� 42.8 42.8 ω.6 ω.6 58.5 58.5 26 

14.57 13.75 13.71 9.44 9.44 9.39 9.39 13.13 13.09 27 

25.1 26.5 26.6 38.7 38.7 38.9 38.9 27.8 27.9 28 

14.64 13.54 13.55 12.23 12.23 15.71 15.71 14.27 14.25 29 

2.69 2.79 2.80 3.53 3.53 3.62 3.62 3.09 3.10 30 

2.∞ 2.04 2.05 2.94 2.94 2.82 2.82 2.36 2.38 31 

1.00 0.95 0.96 1.43 1.43 1.33 1.33 1.14 1.16 32 

11.95 10.76 10.76 8.70 8.70 12.09 12.09 11.18 11.15 33 

1.34 1.40 1.39 1.18 1.18 1.40 1.40 1.30 1.29 34 

3.43 3.32 3.33 5.07 5.07 4.44 4.44 3.94 3.98 35 

1.70 1.55 1.55 2.47 2.47 2.10 2.10 1.90 1.93 36 

14.52 13.08 13.10 13.55 13.55 12.53 12.53 14.99 15.13 37 

7.20 6.76 6.75 7.77 7.77 6.75 6.75 6.ω 6.62 38 

37.19 37.93 37.79 25.∞ 25.∞ 28.29 28.29 33.48 33.11 39 

114.40 114.25 114.40 116.33 116.33 119.47 119.47 114.81 114.98 40 

137.51 121.06 121.16 128.51 128.51 123.49 123.49 129.97 131.19 41 

1ω.97 113.20 113.32 115.18 115.18 117.01 117.Gl 112.84 112.71 42 

111.65 112.57 112.61 112.91 112.91 115.32 115.32 113.38 113.56 43 

3.422 4.563 4.542 4.596 4.596 3.602 3.ω2 4.082 4.134 44 

3.330 4.436 4.415 4.433 4.433 3.472 3,472 3.956 4.006 45 

409 491 絹9 4制) 4ω 435 435 457 461 46 

69 93 93 135 135 102 102 96 98 47 

2.728 3.442 3.431 3,448 3.448 3.105 3.105 2.812 2.7fY1 48 

図 2 ②
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万5000社の企業属性データと財務データからなっ

ている.

企業属性データは商号(企業コード)，所在地

(地域コード)，業種(業種コード)，従業員，資本

金，売上高，経常利益，純利益，申告所得，総資

本，自己資本，投資有価証券，設立年月，取引銀

行，売上伸長率，利益伸長率，上場区分，倒産区

分，の 18項目で，それがすべて検索キーとして条件

式により企業の検索を行ない，必要項目をオンラ

インで出力できるようにしている.

さらにその企業の財務データを出力する場合，

リモートパッチで呼び出し，必要な時系列(現在

6 期から 7 期)で，貸借対照表，損益計算書，利

益処分計算書の実数，すう勢表，構成表，外国通

貨換算表が出力できるとともに，分析用に，財務

比率表(中分類の標準比率付)，資金運用表，資金

移動表も用意されている.

更新サイクルは毎月で， MARK m のシステ

ムを用いて，各種グラフ化や，要約化も可能で，

また，従来，勘定科目，分析項目が英語で出力さ

れていたが，今春から，漢字端末機があれば日本

語で出力可能になっている.

5. 財務データによる経営評価システ

ムの開発

大量の財務データの蓄積にともない，従来，個

々の調査マンの専門知識と経験にのみ依存し，や

やもすればバラツキの見られた個々の企業評価

に，より客観的な指標が与えられないが，財務デ

ータベースの高度利用の観点から，従来と違った

手法ができないかということで，多変量解析法の

活用が検討されている.

まず，主成分分析法により，収益性，安全性，

成長性，規模等に関し，各指標の相関を調べ，ウ

ェイトづけをして総合評価を行なっている.

さらに判別関数法を用い，業態の違う製造業，

販売サービス，建設業それぞれに倒産企業と優良

企業を抽出し，各種比率の分布を調べ，どの比率

1982 年 4 月号

が倒産企業と優良企業とで違うか違わないかを検

証し，はっきりと判別できる指標を選び，企業の

良否を見分ける判別式を作っている.これを実際

の企業の分析に適用し，ベテラ γ調査マンにフィ

ードパックして，個々の調査マンの評価とチェッ

クしながら，試行，調査を行なって，新しい経営

評価システム fTOSHO MA TES (東商メイツ)

を56年 1 月発表している.

この fTOSHO MATESJ は総合格付を行な

い，診断企業の位置付けを示した図表と，その企

業を人体モデルと顔の表情を使って，病名になぞ

らえて問題点の摘出を示し，企業体質(28分類)名

を表示した総括表と，個々の財務指標を標準に対

した偏差値で 5 段階にそれぞれ示し，それぞれの

項目についての評価を示した明細表の 2 表からな

っている.

特に企業の不況抵抗力，資金繰りのチェックに

ウェイトを置いており，信用分析用に非上場，中

小企業向けに作られている.このため，一般企業

から自社の分析や，同業との比較，取引先の与信

管理用に利用されている(図 3 ). 

6. TSR 財務データベースの利用例

50年から準備し， 52年から商品化され，年々デ

ータの蓄積とともに利用が増加しているが，その

利用方法は目的によってそれぞれ違い，年々変化

している.利用の形態を以下，いくつか示してみ

よう.

6. 1 自社の分析

意外に多いのが自社の分析依頼である.これは

新しい決算のできた時点で客観的な評価や，問題

点を検討したいという熱心な中小企業経営者が多

く，これは手作業で財務分析をしていた時からあ

った需要で，コンピュータを利用することで，よ

り客観的， より精徴な分析ができるようになった

こと，さらに新しい経営評価システムが， よりわ

かりやすくなってきたこともある.

自社と顧客の信頼関係を保ち，結びつきを深め
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診断基準|セイゾ吋キU ヨウ I¥;J'¥ \\ツカン λヲ
(単位合千円， 百万円}

1.企業の実力はどの位でしょう?

一一診断基準に該当する企業における実力を下図にで示します。一一

32 点

43 点

よまf 不 振 やや不振 平均的 優 良 超優良

下 上 下 上 下 上

診断基準該当企業 3.4 % 6.6 弼 12.1 % 27.9%: 27.9 % 12.1 %~ 6.6 % 3.4 % 

問中分類 0.8略 4.3%:22.0幅 37.3%:27. ヲ% 5. 1 %: 2.4悌 0.3% 
中分類・規模 弼 1 .4%: 9. 9拓 40.8暢:36.6 暢 8.5%: 2.8幅 % 

ん/
e-- 明、、、

ド斗
ι224詔一一戸rk，.，.，.... 111-vぺ

。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1∞ 

弘次土 53 年 12 月期 54 年 12 月期
(12 ヶ月) ( 1 2ヶ月)

儲ける
割の良い商売か。

3.6 /10 3.6 /10 (収益性)
4.4 /10 5.5 /10 能力は?

資本を活用してい
/10 (経済性)

る由、効率性) 5.4 パ。 7.9 

いかに人材を有効に活用
5.0 /10 5.5 パo I しているか?生産性)

不況
資金繰状況は?

0.0 /10 0.0 /10 
抵抗力は?

(流動性)
0.0 /10 

(安全性) 財務権造は健全
0.0 パ。 0.6 /10 か安定住)

営業規模は? (規模) 8.0 /10 8.0 /10 

営業規模の伸び具合は 9
3.1 /10 6.3 /10 (成長性)

図 3 TOSHOMATES 参考例①

るうえで役立っている例でもある.

8.2 同業他社との比較

自社の分析により自社の業界における位置づけ

を知ったうえで，次に求めてくるのが，自社のラ

イバルや，業界における代表的な企業の財務デー

タの入手，分析である.

これは経営戦略を展開するうえでの基礎資料

で，今まで成長してきた企業の経営者や，その企

業の戦略ス夕、ノフが，こうした財務データの利用
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をしてきたのを知っている.

彼らは財務データや分析資料を参考にして，み

ずから独自の見方，分析方法を身につけ，常に新

しい経営戦略を研究している.

6.3 自社の取引先の分析

TSR財務データベースの中から自社の取引先

を検索し，与信管理に利用してし、く方法である.

自社で分析するより手っ取り早く，入手がし、らず，

客観的な判断ができる利点があり，さらにTSR
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][.企業の改普すべき点(問題点)はどこにあるでしょうか?

一一最近期における企業診断カルテを人体模型図を用いて表示します。一一一

〈前期当期〉

-脳下垂体 ヲイショウ，ヨウ手 Zウイ
(成長性)

心 臓シ‘ Zウショウ ;'''λ
(流動性)

(効胃率性) 干]，フツっす、、 λ

骨 髄 守]，フツウデ、 λ
(生産性)

(収勝益性) ヲイショウ，ヨウ予 Zウイ

骨 格 シ、、ヱウショウテ"λ
(安定性)

リヨウコっす愉 λ

体 格。 ョゥコウ 7"λ
(規模)

コメント

脳下垂体 リヨウコウ T愉λ
(成長性)

{,' 旗
(流動性)

シ柄 I ウショウ7"λ

胃 リヨウコっす納 λ
(効率性)

骨 髄
(生産性)

マ]，フツウT愉 λ

7イショウ，ヨウチ1ウイ

シ帆 Zウショウ予‘ λ

ヲイショウ，ヨウ予ヱウイ

リヨウコウ 7"λ

ヨウヤク 7キ干シ予、、，ク予オ ヘノシ‘、ニシ;' 7 1':1: 1品ウシンオ フ;ントつ~fHλ.

m. 企業の体質は何型でしょうか? (2 期間の平均で表示しますJ

企業体質名 |シシフ r シ

経済

不況抵抗力

成長力

'N. 営.規模は?

ぷぉ之主里
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ーーーーー司宇』ーー帽--ーーーーーーーー
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従 業 員 数

前
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15 , 001 , 934 
1 , 584 , 813 
9 , 254 , 076 

-1 , 852 , 190 
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合
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i :* 

・ t・ +1 ー... ・+1*・・
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11 , I 
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当 期
標準値
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-2:-1 ・ H +t
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933254 
1 , 656 , 859 官 147910 
9 , 163 , 233 ・ +I ・+・ t ・+1*・・ 707945 

-1 , 807 , 215 合11' I 
1 ・， , 83176 

545 :* 46 

図 3 ②

財務データベースに登録されていない企業につい

て自社で入手した取引先の営業報告書をもとに分

析することも行なわれている.

1982 年 4 月号

もちろん，これについても， TSRの分析をそ

のまま使用する場合もあれば，さらに自社の審査

スタッフが独自の方法でチェッグする場合もあ
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り，いずれにしても不良債権防止と優良顧客の選

別は企業にとって大事なことである.

6.4 マーケティング指向の利用

大量な財務データの中から，伸びている企業，

伸びている業界の動向を知り，新しい経営戦略の

参考にしようとするものである.

技術革新の中で複合的技術，業界の枠を超えた

技術が多くなり，自社の業界だけでなく，関連業

界，隣接した業界の動向を知ることも必要になっ

てきており，従来，関係のない業界の中から競合

企業が出てくることも最近では珍しくなくなって

きている.

このようなこともあって広い視野から，収益力

の高い企業，成長性の高い企業の抽出，また，自

社が今後，新しい分野に進出した場合，その業界

内の有力企業の検討，業界動向の把握等のため種

々な条件設定をして検索し，財務データベースを

有効に利用している企業がある.

6.5 自社のデータベース構築のための利用

これは大手企業，特に大手商社，大手金融機関

からの需要であり，これにはそれぞれに違った方

法がある.いくつかの例をあげてみよう.

(イ) 自社の財務データベース構築のために一定

の条件で選んだ企業の財務データを一括，磁気テ

ープで購入する.

(ロ) 自社の取引先のデータベースはすでにある

が，これではかたよりがあり，自社取引先以外の

データも定期的に磁気テープで購入し，新規の取

引先企業の開拓に利用するとともに，自社の与信

管理システムを充実させていこうとするものであ

る.

け 自社でデータベースの構築をやるのは入力

作業が大変である.それを専門業者にまかし有効

な利用方法を考えようというもので，自社の取引

先の財務データの入力作業などの依頼が多い.

6.6 評価システム作成のための利用

自社独自の与信管理システムがあり，これにつ

いてより客観的な評価システムを開発していくた
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めにTSR財務データベースを利用していく例で

ある.

げ) 自社で、多変量解析法を使って評価システム

を開発する場合.その基礎データとして自社の財

務データベースにない優良企業と倒産企業の財務

データをTSR財務データベースの中から抽出す

る.

(ロ) 自社の与信管理の指標としてTSRの標準

財務比率を使っていくために，それを磁気テープ

で毎年，購入するというもので，この場合，自社

の算出方法がTSR と違うものがあり，これを自

社の算出方法に直して作り直す作業を依頼してく

るケースもあり，算出の基準となった生データの

購入を希望する企業もある.

付与信管理のEDP化を行なうに当り，自社

で，すべてをやるのは経費もかかり，労力，時間

の無駄である.早く軌道に乗せるため，開発ソフ

トも含めて自社に合った与信管理システムを依頼

してくるケースもある.

以上，いくつかの例をあげたが，最近では，オ

フコン，ノミソコンの導入で，一般のメーカー，商

社から財務データの処理用ソフトウェアを求める

声もあり，年とともに種々な要望の変化が見られ

るのが実情である.

7. おわりに

どんな企業でもどんな産業でも蔚芽期があり，

最初の採算ベースに乗らない開発期，苦しい開拓

期があり，やがて成長期になると競合会社が続々

と参入し，激しい競争が繰り拡げられ，それを通

り抜け生き残り成熟期を迎えるが，やがて外部環

境の変化，技術革新により，停滞期がやってき

て，いつか衰退産業の仲間入りをしてくる.

しかし個々の生きざまはいろいろであり，その

サイクルの時々で適切な判断をし，適切な対処を

してきた企業が生き残っている.

その時々の企業の考課表が財務データであり，
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長い経験によれば，好収益，堅実なパランスシー

トを示してきた企業が時代の波に取り残されるこ

ともあれば，苦しいアンバランスなノミランスシー

トを示していた企業が，消えてゆくこともあれば，

成長企業となってし、く場合もある.

それは，財務データのみでは判断できない，経

営者の人間的資質， 先見性， 技術開発力， 組織

力，取引先との結びつき等々数値で判断できない

定性要因がからんでいる.

しかし，時系列で財務データを追っていくと，

ある程度まで流れの変化，兆候をつかむことがで

きる.そうした意味で財務データベースの時系列

の積み重ねにより，新しい見方，新しい分析手

法，予測システム等々を開発し，時代の変化の中

でそれに対応していきたいと考えている.

情報が情報を生み，より多くの情報が氾濫する

時代である.その中から自社にとって自分にとっ

て有効，適切な情報をいかに検索するか，その情

報検索技術の優劣が問われる時代が，これからや

ってくる.

従来もすぐれた企業経営者や経営スタップは，

それなりに情報収集能力，情報判断能力を身につ

け，他に先んじて有効な手を打ち企業を導いてき

たのである.

コンピュータ技術と通信技術の発達により，各

種のデータベースが，これから出てくるであろう，

これらのデータベースをどう利用していくかが，

これからの経営戦略にとって大事なことである.

次号予告

特集社会情報システム

社会情報システム

生活映像情報システム (Hi-ovis)

救急医療情報システム

地域計画情報分析システム (PIAS)

貿易情報システム

合意形成技術
連載講座 マトロイド理論の基礎(10)

事例研究

名和小太郎
川畑正大

原野秀永

宮崎秀紀
鈴木秀郎

司馬正次

大山達雄
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